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問合せ先責任者 役職名　取締役執行役員管理担当 氏名　北垣　一郎

　 　 TEL　(03) 5847－0411　　

決算取締役会開催日 平成18年 5月19日 中間配当制度の有無 有

配当支払開始予定日 平成18年 6月30日 定時株主総会開催日 平成18年 6月29日

単元株制度採用の有無 有(１単元1,000株) 　 　

　

1.18年３月期の業績（平成17年４月１日～平成18年３月31日）

(1) 経営成績 (注)　記載金額は百万円未満を切捨てて表示しております。

　 売上高 営業利益 経常利益

　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

18年 3月期 8,252 (△ 16.8) △352 (――) △399 (――)

17年 3月期 9,917 (　  0.8) 165 (――) 121 (――)

　

　 当期純利益
１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

株主資本
当期純利益率

総資本
経常利益率

売上高
経常利益率

　 百万円 ％ 円 銭 円 銭 ％ ％ ％

18年 3月期 △3,786 （――） △172 77 ― ― △39.0 △2.4 △4.8

17年 3月期 145 （――） 6 58 ― ― 1.3 0.7 1.2

(注) ① 期中平均株式数 18年 3月期 21,914,055株 17年 3月期 22,061,419株

　 ② 会計処理の方法の変更 有 　 　 　

　 ③ 売上高、営業利益、経常利益、当期純利益におけるパーセント表示は、対前年増減率

　
(2) 配当状況

　
　 　 １株当たり年間配当金 配当金総額

（年間）
配当性向

株主資本
配当率　 中間 期末

　 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

18年 3月期 2 00 0 00 2 00 43 ― 0.5

17年 3月期 3 00 0 00 3 00 65 45.6 0.6

　 　

　
(3) 財政状態　　　　　　　　　　　　　　　 (注)　記載金額は百万円未満を切捨てて表示しております。

　 総資産 株主資本 株主資本比率 １株当たり株主資本

　 百万円 百万円 ％ 円 銭

18年 3月期 14,589 8,252 56.6 376 71

17年 3月期 18,414 11,187 60.7 510 34

(注) ① 期末発行済株式数 18年 3月期 21,907,736株 17年 3月期 21,921,048株

　 ② 期末自己株式数 18年 3月期 551,947株 17年 3月期 538,635株

　

2.　19年 3月期の業績予想（平成18年 4月 1日～平成19年 3月31日）

　 売上高 経常利益 当期純利益
１株当たり年間配当金

中間 期末 　

　 百万円 百万円 百万円 円 銭 円 銭 円 銭

中間期 3,000 △100 △100 0 00 ― ― ― ―

通期 7,600 △300 △300 ― ― 2 00 2 00

　(参考)　１株当たり予想当期純利益（通期）△13円69銭
　　※　上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を

含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。なお、上記
予想に関する事項は添付資料の５ページを参照してください。

― 31 ―



6. 財務諸表等

財務諸表

① 貸借対照表

　

　 　
前事業年度

(平成17年３月31日)
当事業年度

(平成18年３月31日)
比較増減

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

金額（千円）

(資産の部) 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　流動資産 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　現金預金 　 　 1,747,658 　 　 1,495,188 　 △252,469

　２　受取手形 　 　 27,785 　 　 428,184 　 400,399

　３　完成工事未収入金 　 　 3,360,640 　 　 2,468,773 　 △891,866

　４　未成工事支出金 　 　 2,069,208 　 　 696,833 　 △1,372,374

　５　材料貯蔵品 　 　 25,068 　 　 25,082 　 13

　６　前払費用 　 　 79,220 　 　 83,107 　 3,886

　７　預け金 　 　 469,277 　 　 ― 　 △469,277

　８　繰延税金資産 　 　 46,050 　 　 ― 　 △46,050

　９　その他流動資産 　 　 230,560 　 　 60,278 　 △170,281

　　　貸倒引当金 　 　 △1,098 　 　 △1,237 　 △139

　　　流動資産合計 　 　 8,054,371 43.7 　 5,256,211 36.0 △2,798,160

Ⅱ　固定資産 　 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 有形固定資産 　 　 　 　 　 　 　 　

　　１　建物 ※１ 4,002,767 　 　 4,004,591 　 　 　

　　　　　減価償却累計額 　 2,355,180 1,647,587 　 2,450,273 1,554,317 　 △93,269

　　２　構築物 　 416,293 　 　 427,663 　 　 　

　　　　　減価償却累計額 　 265,318 150,975 　 271,059 156,603 　 5,628

　　３　機械及び装置 　 2,518,760 　 　 2,493,034 　 　 　

　　　　　減価償却累計額 　 2,239,474 279,285 　 2,165,338 327,695 　 48,410

　　４　車輌及びその他
　　　　の陸上運搬具

　 37,458 　 　 45,018 　 　 　

　　　　　減価償却累計額 　 32,893 4,564 　 37,424 7,593 　 3,029

　　５　工具器具及び備品 　 847,091 　 　 845,749 　 　 　

　　　　　減価償却累計額 　 779,357 67,733 　 786,693 59,055 　 △8,677

　　６　土地 ※１ 　 1,067,140 　 　 1,067,140 　 ―

　　７　建設仮勘定 　 　 ― 　 　 982 　 982

　　　有形固定資産合計 　 　 3,217,286 17.5 　 3,173,390 21.8 △43,896

　(2) 無形固定資産 　 　 42,857 0.2 　 41,706 0.3 △1,151
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前事業年度

(平成17年３月31日)
当事業年度

(平成18年３月31日)
比較増減

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)

　(3) 投資その他の資産 　 　 　 　 　 　 　 　

　　１　投資有価証券 　 　 2,054,676 　 　 3,606,359 　 1,551,682

　　２　関係会社株式 　 　 80,000 　 　 10,000 　 △70,000

　　３　従業員に対する
　　　　長期貸付金

　 　 3,380 　 　 3,150 　 △229

　　４　破産更生債権等 　 　 20,000 　 　 74,653 　 54,653

　　５　長期前払費用 　 　 55 　 　 18 　 △37

　　６　差入保証金 　 　 197,268 　 　 159,034 　 △38,233

　　７　賃貸資産 ※１ 6,158,891 　 　 3,851,476 　 　 　

　　　　　減価償却累計額 　 1,402,950 4,755,941 　 1,513,038 2,338,438 　 △2,417,502

　　８　その他投資その他
        の資産

　 　 40,430 　 　 27,084 　 △13,346

　　　　貸倒引当金 　 　 △51,479 　 　 △100,781 　 △49,301

　　　　投資その他の資産計 　 　 7,100,273 38.6 　 6,117,958 41.9 △982,315

　　　　固定資産合計 　 　 10,360,418 56.3 　 9,333,055 64.0 △1,027,362

　　　　資産合計 　 　 18,414,789 100 　 14,589,266 100 △3,825,523
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前事業年度

(平成17年３月31日)
当事業年度

(平成18年３月31日)
比較増減

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)

(負債の部) 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　流動負債 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　支払手形 　 　 1,271,274 　 　 1,071,403 　 △199,870

　２　工事未払金 　 　 1,099,074 　 　 564,465 　 △534,608

　３　短期借入金 ※１ 　 1,400,000 　 　 600,000 　 △800,000

　４　１年内に返済する
　　　長期借入金

※１ 　 234,350 　 　 232,000 　 △2,350

　５　未払金 　 　 17,289 　 　 548,044 　 530,754

　６　未払費用 　 　 33,497 　 　 22,896 　 △10,601

　７　未払消費税 　 　 ― 　 　 121,647 　 121,647

　８　未払法人税等 　 　 48,060 　 　 19,922 　 △28,137

　９　未成工事受入金 　 　 1,389,885 　 　 753,767 　 △636,117

　10　賞与引当金 　 　 86,341 　 　 60,313 　 △26,027

　11　工事損失引当金 　 　 ― 　 　 156,770 　 156,770

　12　子会社投資損失引当金 　 　 ― 　 　 45,986 　 45,986

　13　その他流動負債 　 　 84,590 　 　 120,255 　 35,665

　　　流動負債合計 　 　 5,664,362 30.8 　 4,317,472 29.6 △1,346,890

Ⅱ　固定負債 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　長期借入金 ※１ 　 523,000 　 　 291,000 　 △232,000

　２　退職給付引当金 　 　 635,724 　 　 679,595 　 43,871

　３　役員退職慰労引当金 　 　 36,408 　 　 49,473 　 13,065

　４　繰延税金負債 　 　 368,039 　 　 998,965 　 630,926

　　　固定負債合計 　 　 1,563,171 8.5 　 2,019,034 13.8 455,862

　　　負債合計 　 　 7,227,534 39.3 　 6,336,506 43.4 △891,027

(資本の部) 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　資本金 ※２ 　 3,903,990 21.2 　 3,903,990 26.8 ―

Ⅱ　資本剰余金 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　資本準備金 　 　 3,579,936 　 　 1,000,000 　 △2,579,936

　２　その他資本剰余金 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　資本準備金減少差益 　 　 ― 　 　 2,579,936 　 2,579,936

　　　資本剰余金合計 　 　 3,579,936 19.4 　 3,579,936 24.5 ―

Ⅲ　利益剰余金 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　利益準備金 　 　 366,100 　 　 ― 　 △366,100

　２　任意積立金 　 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 配当準備積立金 　 50,000 　 　 50,000 　 　 　

　　(2) 固定資産圧縮積立金 　 472,945 　 　 435,610 　 　 　

　　(3) 株式控除積立金 　 1,000 　 　 1,000 　 　 　

　　(4) 別途積立金 　 2,084,000 2,607,945 　 2,084,000 2,570,610  △37,334

　３　当期未処分利益又は
　　　当期未処理損失（△）

　 　 309,864 　 　 △3,138,509 　 △3,448,373

　　　利益剰余金合計 　 　 3,283,909 17.8 　 △567,898 △3.9 △3,851,807

Ⅳ　その他有価証券
    評価差額金

　 　 517,034 2.8 　 1,437,535 9.9 920,501

Ⅴ　自己株式 ※３ 　 △97,617 △0.5 　 △100,805 △0.7 △3,188

　　　資本合計 　 　 11,187,255 60.7 　 8,252,759 56.6 △2,934,495

　　　負債資本合計 　 　 18,414,789 100 　 14,589,266 100 △3,825,523
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② 損益計算書

　

　 　

前事業年度
(自　平成16年４月１日
　至　平成17年３月31日)

当事業年度
(自　平成17年４月１日
　至　平成18年３月31日)

比較増減

区分
注記
番号

金額(千円)
百分比
(％)

金額(千円)
百分比
(％)

金額(千円)

Ⅰ　売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　完成工事高 　 　 9,917,369 100 　 8,252,671 100 △1,664,698

Ⅱ　売上原価 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　完成工事原価 　 　 8,588,433 86.6 　 7,689,543 93.2 △898,890

　　　売上総利益 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　完成工事総利益 　 　 1,328,935 13.4 　 563,127 6.8 △765,808

Ⅲ　販売費及び一般管理費 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　役員報酬 　 86,145 　 　 60,637 　 　 　

　２　従業員給料手当 　 474,090 　 　 391,757 　 　 　

　３　退職給付費用 　 33,807 　 　 25,686 　 　 　

　４　役員退職慰労引当金繰入額 　 9,044 　 　 13,065 　 　 　

　５　法定福利費 　 57,174 　 　 50,388 　 　 　

　６　福利厚生費 　 21,962 　 　 21,079 　 　 　

　７　修繕維持費 　 4,164 　 　 9,763 　 　 　

　８　事務用品費 　 21,946 　 　 20,141 　 　 　

　９　通信交通費 　 97,590 　 　 66,503 　 　 　

　10　動力用水光熱費 　 7,040 　 　 5,666 　 　 　

　11　調査研究費 　 7,964 　 　 2,826 　 　 　

　12　広告宣伝費 　 1,403 　 　 1,230 　 　 　

　13　諸会費 　 17,479 　 　 14,265 　 　 　

　14　交際費 　 27,018 　 　 10,893 　 　 　

　15　寄付金 　 4,076 　 　 1,401 　 　 　

　16　地代家賃 　 89,157 　 　 73,478 　 　 　

　17　減価償却費 　 9,907 　 　 9,555 　 　 　

　18　租税公課 　 9,330 　 　 8,378 　 　 　

　19　保険料 　 4,964 　 　 2,123 　 　 　

　20　OA機器リース費用 　 8,317 　 　 7,963 　 　 　

　21　長期前払費用償却 　 37 　 　 37 　 　 　

　22　雑費 　 171,260 1,163,883 11.7 118,321 915,165 11.1 △248,718

　　　営業利益又は営業損失（△） 　 　 165,052 1.7 　 △352,037 △4.3 △517,089

Ⅳ　営業外収益 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　受取利息 　 19 　 　 22 　 　 　

　２　有価証券利息 　 310 　 　 310 　 　 　

　３　受取配当金 　 15,761 　 　 21,687 　 　 　

　４　家賃収入 　 14,375 　 　 16,010 　 　 　

　５　保険金収入 　 17,572 　 　 ― 　 　 　

　６　賃貸収入 　 65,335 　 　 87,996 　 　 　

　７　駐車料収入 　 2,941 　 　 3,085 　 　 　

　８　雑収入 　 16,693 133,009 1.3 29,493 158,605 1.9 25,596
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前事業年度
(自　平成16年４月１日
　至　平成17年３月31日)

当事業年度
(自　平成17年４月１日
　至　平成18年３月31日)

比較増減

区分
注記
番号

金額(千円)
百分比
(％)

金額(千円)
百分比
(％)

金額(千円)

Ⅴ　営業外費用 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　支払利息 　 18,138 　 　 13,125 　 　 　

　２　事務所移転費用 　 49,356 　 　 ― 　 　 　

　３　コミットメントライン手

　　　数料
　 16,158 　 　 16,904 　 　 　

　４　賃貸費用 　 88,113 　 　 161,212 　 　 　

　５　雑支出 　 4,963 176,730 1.8 14,499 205,742 2.5 29,012

　　　経常利益又は経常損失（△） 　 　 121,330 1.2 　 △399,174 △4.9 △520,505

Ⅵ　特別利益 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　固定資産売却益 ※２ 94,357 　 　 ― 　 　 　

　２　貸倒引当金取崩額 　 1,011 95,368 1.0 ― ― ― △95,368

Ⅶ　特別損失 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　固定資産廃棄損 ※１ 27,988 　 　 5,908 　 　 　

　２　固定資産売却損 ※３ 2,379 　 　 196 　 　 　

　３　千葉工場移設費用 　 15,907 　 　 ― 　 　 　

　４　減損損失 ※４ ─ 　 　 2,302,766 　 　 　

　５　課徴金及び違約金等 　 ─ 　 　 535,646 　 　 　

　６　未成工事支出金整理損 　 ─ 　 　 160,688 　 　 　

　７　工事損失引当金繰入 　 ─ 　 　 156,770 　 　 　

　８　子会社株式評価損 　 ─ 　 　 69,999 　 　 　

　９　貸倒引当金繰入額 　 575 　 　 49,299 　 　 　

　10　子会社投資損失引当金繰入 　 ― 　 　 45,986 　 　 　

　11　駐車装置補償費 　 ― 　 　 3,000 　 　 　

　12　貸倒損失 　 ― 46,850 0.5 2,300 3,332,562 40.4 3,285,712

　　　税引前当期純利益又は

　　　税引前当期純損失（△）
　 　 169,849 1.7 　 △3,731,737 △45.3 △3,901,587

　　　法人税、住民税及び事業税 　 28,500 　 　 17,000 　 　 　

　　　法人税等調整額 　 △3,864 24,635 0.2 37,307 54,307 0.7 29,671

　　　当期純利益又は

　　　当期純損失（△）
　 　 145,213 1.5 　 △3,786,044 △46.0 △3,931,258

　　　前期繰越利益 　 　 164,650 　 　 281,435 　 116,785

　　　利益準備金取崩額 　 　 ― 　 　 366,100 　 366,100

　　　当期未処分利益又は

　　　当期未処理損失（△）
　 　 309,864 　 　 △3,138,509 　 △3,448,373
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③ 利益処分計算書(案)

　

　 　
前事業年度

(平成17年６月29日)
当事業年度

(平成18年６月29日)
比較増減

区分
注記
番号

金額(千円) 金額(千円) 金額（千円）

（当期未処分利益の処分及び

  当期未処理損失の処理）
　 　 　 　 　 　

Ⅰ　当期未処分利益又は

　　当期未処理損失（△）
　 　 309,864 　 △3,138,509 △3,448,373

Ⅱ　任意積立金取崩額 　 　 　 　 　 　

　１　固定資産圧縮積立金取崩額 　 37,334 　 435,610 　 　

　２　別途積立金取崩額 　 ─ 　 2,084,000 　 　

　３　配当準備積立金取崩額 　 ─ 　 50,000 　 　

　４　株式控除積立金取崩額 　 ― 　 1,000 　 　

　５　その他資本剰余金からの振替額 　 ― 37,334 567,898 3,138,509 3,101,174

合計 　 　 347,198 　 0 △347,198

Ⅲ　利益処分額 　 　 　 　 　 　

　１　株主配当金 　
65,763

(１株につき３円)
65,763

　

　
― △65,763

Ⅳ　次期繰越利益 　 　 281,435 　 0 △281,435

（その他資本剰余金の処分） 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　その他資本剰余金 　 　 　 　 　 　

　１　資本準備金減少差益 　 　 ― 　 2,579,936 2,579,936

Ⅱ　その他資本剰余金の処分額 　 　 　 　 　 　

　１　株式配当金 　 ― 　
43,815

(１株につき２円)
　 　

  ２　利益剰余金への振替額 　 ― ― 567,898 611,713 611,713

Ⅱ　その他資本剰余金次期繰越額 　 　 　 　 　 　

　１　資本準備金減少差益 　 　 ― 　 1,968,223 1,968,223

　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　

（注）日付は、株主総会承認日及びその予定日であります。
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重要な会計方針

　

項目
前事業年度

(自　平成16年４月１日
至　平成17年３月31日)

当事業年度
(自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日)

１　有価証券の評価基準及び評

価方法

子会社株式

　移動平均法による原価法を採用して

おります。

その他有価証券

　時価のあるもの

　　決算末日の市場価格等に基づく時

価法(評価差額は、全部資本直入法

により処理し、売却原価は移動平

均法により算定)を採用しておりま

す。

同左

　 　時価のないもの

　　移動平均法による原価法を採用し

ております。

　

２　デリバティブ等の評価基準

及び評価方法

時価法によっております。 同左

３　たな卸資産の評価基準及び

評価方法

(1) 未成工事支出金については、個別

法による原価法を採用しておりま

す。

(1) 未成工事支出金

同左

　 (2) 材料貯蔵品については、移動平均

法による原価法を採用しておりま

す。

(2) 材料貯蔵品

同左

４　固定資産の減価償却の方法 (1) 有形固定資産

　　和歌山工場、千葉工場は定額法、

大阪工場、その他の事業所は定率法

を採用しております。

　　なお、主な耐用年数は以下のとお

りであります。

　建物及び構築物　　　　　３～60年

　機械装置及び車輌運搬具　３～13年

　　千葉工場の土地、建物および構築

物等については、平成16年９月より

貸与し、賃貸資産として表示してお

ります。

(1) 有形固定資産

同左

　

　

　

　

　

　

　

　 (2) 無形固定資産

　　定額法によっております。ただ

し、ソフトウェア(自社利用分)につ

いては、社内における利用可能期間

(５年)に基づく定額法を採用してお

ります。

(2) 無形固定資産

同左

５　引当金の計上基準 (1) 貸倒引当金

　　債権等の貸倒れによる損失に備え

るため一般債権については貸倒実績

率により、貸倒懸念債権等特定の債

権については個別に回収可能性を検

討し、回収不能見込額を計上してい

ます。

(1) 貸倒引当金

同左

　 (2) 賞与引当金

　　従業員に対して支給する賞与の支

出に充てるため、将来支給見込額の

うち当期の負担額を計上しておりま

す。

(2) 賞与引当金

同左
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項目
前事業年度

(自　平成16年４月１日
至　平成17年３月31日)

当事業年度
(自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日)

　 (3) 退職給付引当金

　　従業員の退職給付に備えるため、

当事業年度末における退職給付債務

及び年金資産の見込額に基づき、当

事業年度末において発生していると

認められる額を計上しています。

　　数理計算上の差異については、各

期の発生時における従業員の平均残

存勤務年数以内の一定の年数(13年)

による定額法により、按分した額を

それぞれ発生の翌事業年度から、費

用処理することとしております。

(3) 退職給付引当金

同左

　

　 ―― 　　過去勤務債務については、その発

生時の従業員の平均残存勤務年数

（13年）による按分した額を、費用

処理することとしております。

　 (4) 役員退職慰労引当金

　　役員の退職慰労金の支給にあてる

ため内規に基づく期末必要額の総額

を計上しています。

(4) 役員退職慰労引当金

同左

　 ―― (5) 工事損失引当金　

　　当期の手持ち工事のうち、損失が

発生すると見込まれ、且つ、損失額

を合理的に見積もることが可能な工

事について、将来の損失に備えるた

め、損失見込額を計上しています。

　 ―― (6) 子会社投資損失引当金

　　子会社の投資額の損失に備えるた

め、当該子会社の財政状態の実情を

勘案し、個別検討による必要額を計

上しています。

６　完成工事高の計上基準 　原則として工事完成基準により計上

しておりますが、長期大型工事につい

ては工事進行基準を採用しておりま

す。

　工事進行基準は、工期１年以上、契

約金額２億円以上かつ出来高進捗率

20％以上の工事について適用していま

す。

同左

　 　完成工事高のうち工事進行基準によ

り計上した金額は4,770,660千円であり

ます。

　完成工事高のうち工事進行基準によ

り計上した金額は3,602,359千円であり

ます。

７　リース取引の処理方法 　リース物件の所有権が借主に移転す

ると認められるもの以外のファイナン

ス・リース取引については、通常の賃

貸借取引に係る方法に準じた会計処理

によっております。

同左
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項目
前事業年度

(自　平成16年４月１日
至　平成17年３月31日)

当事業年度
(自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日)

８　ヘッジ会計の方法 ①　ヘッジ会計の方法

　　繰延ヘッジ処理を採用しておりま

す。なお、特例処理の要件を満た

す金利スワップについては、特例

処理を採用しております。

②　ヘッジ手段とヘッジ対象

　　ヘッジ手段…デリバティブ取引(金

利スワップ取引)

　　ヘッジ対象…借入金

③　ヘッジ方針

　　金利リスクを軽減することを目的

としており、積極的に投機目的の

取引は行わない方針であります。

①　ヘッジ会計の方法

同左

　

　

　

②　ヘッジ手段とヘッジ対象

同左

　

　

③　ヘッジ方針

同左

　 ④　ヘッジの有効性評価の方法

　　金利スワップについては、特例処

理の要件を満たすもののみとして

おります。

④　ヘッジの有効性評価の方法

同左

９　その他財務諸表作成のため

重要な事項

(1) 消費税等の会計処理

　消費税及び地方消費税の会計処理は

税抜方式によっております。

(1) 消費税等の会計処理

同左
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会計処理の変更

前事業年度
(自　平成16年４月１日
至　平成17年３月31日)

当事業年度
(自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日)

――

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（固定資産の減損に係る会計基準）

　当事業年度から「固定資産の減損に係る会計基準」

（「固定資産の減損に係る会計基準の設定に関する意見

書」（企業会計審議会　平成14年８月９日））及び「固

定資産の減損に係る会計基準の適用指針」（企業会計基

準委員会　平成15年10月31日　企業会計基準適用指針第

６号）を適用しております。

　これにより税引前当期純利益が2,302,766千円減少して

おります。

　なお、減損損失累計額については、改正後の財務諸表

等規則に基づき当該各資産の金額から直接控除しており

ます。
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注記事項

(貸借対照表関係)

　
前事業年度

(平成17年３月31日)
当事業年度

(平成18年３月31日)

※１　担保に供している資産

（有形固定資産） 　

①本社工場財団 　

　土地 129,748千円

　建物 29,236

②その他 　

　土地 ─千円

　建物 ─

　担保に供している有形固定資産
　の合計額

158,985

（賃貸資産） 　

　土地 2,973,586千円

　建物 1,287,179

　担保に供している賃貸資産の合
　計額

4,260,766

上記に対応する債務 　

　短期借入金 1,400,000千円

　１年内に返済する長期借入金 200,000

　長期借入金 455,000

　債務合計額 2,055,000

　

※１　担保に供している資産

（有形固定資産） 　

①本社工場財団 　

　土地 129,748千円

　建物 27,578

②その他 　

　土地 ―千円

　建物 ―

　担保に供している有形固定資産
　の合計額

157,326

（賃貸資産） 　

　土地 862,000千円

　建物 1,045,329

　担保に供している賃貸資産の合
　計額

1,907,329

上記に対応する債務 　

　短期借入金 600,000千円

　１年内に返済する長期借入金 200,000

　長期借入金 255,000

　債務合計額 1,055,000

　

※２　会社が発行する株式の総数

　　　　普通株式

　

38,737千株

　　　ただし、定款の定めにより株式の消却が行われた

場合には、会社が発行する株式について、これに

相当する株式数を減ずることになっております。

発行済株式の総数

　普通株式

　

22,459千株

※２　会社が発行する株式の総数

　　　　普通株式

　

38,737千株

　　　ただし、定款の定めにより株式の消却が行われた

場合には、会社が発行する株式について、これに

相当する株式数を減ずることになっております。

発行済株式の総数

　普通株式

　

22,459千株

　 　

※３　自己株式の保有数

　普通株式 538千株

※３　自己株式の保有数

　普通株式 551千株

　 　

　４　コミットメントライン契約

　　　当社は、資金調達の機動性向上及び資金効率の改

善を目的として取引先銀行４行と特定融資枠契約

（コミットメントライン）を締結しております。

　　　特定融資枠契約の総額　  2,400,000千円

　　　当期末残高　　　　　　  1,400,000千円

　４　コミットメントライン契約

　　　当社は、資金調達の機動性向上及び資金効率の改

善を目的として取引先銀行４行と特定融資枠契約

（コミットメントライン）を締結しております。

　　　特定融資枠契約の総額　  2,400,000千円

　　　当期末残高　　　　　　    600,000千円

　 　

　５　配当制限

　　　有価証券の時価評価により純資産額が517,034千円

増加しております。

　　　なお、当該金額は商法施行規則第124条第３号の規

定により、配当に充当することが制限されており

ます。

　５　配当制限

　　　有価証券の時価評価により純資産額が1,437,535千

円増加しております。

　　　なお、当該金額は商法施行規則第124条第３号の規

定により、配当に充当することが制限されており

ます。
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(損益計算書関係)

　
前事業年度

(自　平成16年４月１日
至　平成17年３月31日)

当事業年度
(自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日)

※１　固定資産廃棄損

　　　機械器具他の廃棄による損失27,988千円であります。

※１　固定資産廃棄損

　　　機械器具他の廃棄による損失5,908千円であります。

※２　固定資産売却益

　　　投資有価証券等の売却益94,357千円であります。

※２　固定資産売却益

――

※３　固定資産売却損

　　　建物等の売却による損失2,379千円であります。

※３　固定資産売却損

　　　車両運搬具の売却による損失196千円であります。

※４　減損損失

――

※４　減損損失

　　　当社は、以下の資産について減損損失を計上しまし

た。

用途 賃貸資産

種類 土地・建物

場所 千葉県富津市

金額 2,302百万円

　　　（経緯）

地価の著しい下落に伴い、収益性が著しく低下したた

め、減損損失を認識致しました。その内訳は、土地

2,111百万円、建物191百万円であります。

（グルーピングの方法）

当社は、鋼構造物事業の用に供している資産及び賃貸

資産にグルーピングしております。

（回収可能価額の算定方法）

当資産の回収可能価額は、正味売却価額により測定し

ており、不動産鑑定評価基準により評価しておりま

す。

　５　研究開発費

　　　一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発費は

7,964千円であります。

　５　研究開発費

　　　一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発費は

2,826千円であります。
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リース取引関係

　
前事業年度

(自　平成16年４月１日
至　平成17年３月31日)

当事業年度
(自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日)

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの

以外のファイナンス・リース取引に係る注記

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの

以外のファイナンス・リース取引に係る注記

リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額及

び期末残高相当額

リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額及

び期末残高相当額

　
機械装置
(千円)

工具器具
及び備品
(千円)

合計
(千円)

取得価額
相当額

214,695 50,428 265,124

減価償却
累計額相当額

99,656 38,730 138,387

期末残高
相当額

115,038 11,698 126,737

　
機械装置
(千円)

工具器具
及び備品
(千円)

合計
(千円)

取得価額
相当額

259,047 46,788 305,835

減価償却
累計額相当額

131,098 25,971 157,069

期末残高
相当額

127,949 20,816 148,765

　なお、取得価額相当額は、有形固定資産の期末残高等

に占める未経過リース料期末残高の割合が低いため、

財務諸表等規則第８条の６第２項の規定に基づき、「支

払利子込み法」により算定しております。

　同左

　未経過リース料期末残高相当額

１年以内 35,851千円

１年超 90,885

合計額 126,737

　なお、未経過リース料期末残高相当額は、有形固定資

産の期末残高等に占めるその割合が低いため、財務諸

表等規則第８条の６第２項の規定に基づき、「支払利

子込み法」により算定しております。

　未経過リース料期末残高相当額

１年以内 37,666千円

１年超 111,099

合計額 148,765

　同左

　当期の支払リース料、減価償却費相当額

支払リース料 35,368千円

減価償却費相当額 35,368

　当期の支払リース料、減価償却費相当額

支払リース料 41,412千円

減価償却費相当額 41,412

　減価償却費相当額の算定方法

　リース期間を耐用年数として残存価額を零とする定額

法によっております。

　減価償却費相当額の算定方法

同左

　

有価証券関係

　
前事業年度

(平成17年３月31日)
当事業年度

(平成18年３月31日)

子会社株式及び関連会社株式で時価のあるものはありま

せん。

同左
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税効果会計関係

　
前事業年度

(平成17年３月31日)
当事業年度

(平成18年３月31日)

１　繰延税金資産および繰延税金負債の発生の主な原因

別の内訳

　　　流動資産

　　　　　短期繰延税金資産

賞与引当金繰入超過 35,399千円

その他 10,651

　　繰延税金資産合計 46,050

　

　　　固定資産及び固定負債

　　　　　長期繰延税金資産

退職給付引当金 211,587千円

役員退職慰労引当金 14,927

その他有価証券評価差額 11,521

会員権評価損 56,904

その他 10,549

　　繰延税金資産合計 305,490

　　　　　長期繰延税金負債

圧縮積立金 △302,712千円

その他有価証券評価差額 △370,817

　　繰延税金負債合計 △673,529

　　繰延税金負債純額 △368,039

　

１　繰延税金資産および繰延税金負債の発生の主な原因

別の内訳

　　　流動資産

　　　　　短期繰延税金資産

賞与引当金繰入超過 24,728千円

その他 8,201

　　繰延税金資産合計 32,930

評価性引当額 △32,930

　　繰延税金資産合計 ―

　

　　　固定資産及び固定負債

　　　　　長期繰延税金資産

退職給付引当金 228,055千円

役員退職慰労引当金 20,284

会員権評価損 77,117

工事損失引当金 64,275

子会社株式評価損 28,700

子会社投資損失引当金 18,854

減損損失 941,852

繰越欠損金 387,737

その他 11,550

　　繰延税金資産合計 1,778,426

評価性引当額 △1,778,426

　　繰延税金資産合計 ―

　 　
　　　　　長期繰延税金負債

その他有価証券

評価差額金
△998,965千円

　　繰延税金負債合計 △998,965

　　繰延税金負債純額 △998,965

　

２　法定実効税率と税効果適用後の法人税負担率との差

異の原因となった主な項目別内訳

　

法定実効税率 41.0  ％

　 　

（調整） 　

交際費等永久に損金に算入されない項

目
9.0  ％

受取配当金等永久に益金に算入されな

い項目
△2.0

均等割 16.7

期首繰延税金資産修正額 △71.0

繰越欠損金税効果未認識額 20.1

その他 0.7

　税効果会計適用後の法人税等の負

　担率
14.5

２　法定実効税率と税効果適用後の法人税負担率との差

異の原因となった主な項目別内訳

　

　　当期においては、税引前当期純損失のため法定実効

税率と税効果会計適用後の法人税等負担率との差異

の調整については、記載を省略しております。
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１株当たり情報

　
前事業年度

(自　平成16年４月１日
至　平成17年３月31日)

当事業年度
(自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日)

１株当たり純資産額 510円34銭 １株当たり純資産額 376円71銭

１株当たり当期純利益 6円58銭 １株当たり当期純利益 △172円77銭

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益につきま

しては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しない

ので記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益につきま

しては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しない

ので記載しておりません。

　 　

(注)　１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下の通りであります。

　

項目 前事業年度 当事業年度

当期純利益(千円)(△は当期純損失) 145,213 △3,786,044

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

　　(うち利益処分による役員賞与金) ― ―

普通株式に係る当期純利益(△は当期純損失)(千円) 145,213 △3,786,044

期中平均株式数(千株) 22,061 21,914
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重要な後発事象

前事業年度(自　平成16年４月１日　至　平成17年３月31日)

当社は、平成17年６月15日、鋼橋上部工事に関し、公正取引委員会に「私的独占の禁止及び公正取引

の確保に関する法律（独占禁止法）」違反（不当な取引制限）の容疑により刑事告発され、東京高等検

察庁より起訴されました。このことに関し、さらにその後、国土交通省、日本道路公団等から行政処分

（指名停止措置）を受けました。

以上の結果、翌事業年度の財政状態及び経営成績に重要な影響を及ぼす可能性があります。なお、こ

のことによる影響につきましては、現時点で合理的な見積もりを行うことが出来ません。

　

当事業年度(自　平成17年４月１日　至　平成18年３月31日)

該当事項はありません。
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7. 生産、受注及び販売の状況

(1) 完成工事高　　　

　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

区分

前事業年度 当事業年度

自　平成16年４月１日
至　平成17年３月31日

自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日

金額 構成比 金額 構成比

　 鋼構造物 9,917 100.0    % 8,252 100.0    %

橋　梁 9,900 99.8 7,481 90.6

鉄　骨 17 0.2 722 8.8

鉄　構 ― ― 48 0.6

計 9,917 100.0 8,252 100.0

　

(2) 受注高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　　　　　　　（単位：百万円）

区分

前事業年度 当事業年度

自　平成16年４月１日
至　平成17年３月31日

自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日

金額 構成比 金額 構成比

　 鋼構造物 10,185 100.0    % 4,800 100.0    %

橋　梁 9,962 97.8 3,859 80.4

鉄　骨 222 2.2 629 13.1

鉄　構 ― ― 311 6.5

計 10,185 100.0 4,800 100.0

　

(3) 受注残高

　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

区分

前事業年度 当事業年度

自　平成16年４月１日
至　平成17年３月31日

自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日

金額 構成比 金額 構成比

　 鋼構造物 10,766 100.0    % 7,313 100.0    %

橋　梁 10,555 98.0 6,933 94.8

鉄　骨 211 2.0 117 1.6

鉄　構 ― ― 262 3.6

計 10,766 100.0 7,313 100.0
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8. 役員の異動

（平成18年６月29日付予定）

　

　

１．代表者の異動

該当事項はありません。

　

　

２．その他の役員の異動

(1)退任予定取締役

取締役常務執行役員

資材部・安全室担当兼監査室長　
岡本　澄豊 （新任監査役候補）

　

　

(2)新任監査役候補

常勤監査役 岡本　澄豊
（現 取締役常務執行役員

　資材部・安全室担当兼監査室長）

　

　

(3)退任予定監査役

常勤監査役 芦原　 章 　

　

以　上
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